
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

● 年間で４０回程、校内のビオトープで生き物の観察をした。「春
日部生態系保護協会」の方をゲストティーチャーに招き、その成長
や変化に気付くという学習を行った。 

● ビオトープで見つけた生き物に関する個人テーマを決め調べ学
習を行った。 

● 同じテーマの児童がグループを組み、発表会に向けてまとめを
し、来年４年生になる３年生に向けて発表を行った。 

● 年間を通して観察し続けたことで、季節ごとの生き物の成長や
変化に気付くことができた。「春日部生態系保護協会」の方を招
いたことで、専門的な知識や情報を得ることができ、自然への興
味・関心がさらに高まった。 

● 調べたことをまとめ、来年４年生になる３年生に向けて発表会
を行うという学習の見通しをもたせてことで、目的意識・相手意
識をもって準備することができた。また、３年生は来年の学習に
対する興味・関心を高めることができた。 

 

● 宮川小学校には、こんなにたくさんの虫や植物がいることが分か
った。虫や植物をもっと調べたいと思った。 

● 季節ごとに見つけることができる生き物が違うことが分かった。 
● こんなにもたくさんの生き物が生きているから、自然は大切にし
なければいけないと思った。 

「ビオトープレンジャーになろう」 

第４学年 


